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１. 山口大学カンボジアプロジェクトは１１月後半～１２月前半に１度目,２月後半～３月前半に２度目のカン

ボジアへ渡航をしています。私たちはカンボジアへ行ってカンボジアの子ども達と共に運動会を行っていま

す。運動会をカンボジアで行う理由としてはカンボジアの子ども達は”体育”という授業がありません。日本

は体育の良さを知っています。ですから,日本の学生がカンボジアに行き,カンボジアの子ども達に体育を教え

に行くという活動を行っています。このカンボジアプロジェクトは山口大学だけで行っているわけではあり

ません。中村学園大学,西南大学,宮城教育大学,橘大学,和光大学,愛知教育大学,琉球大学と共にこのカンボジア

プロジェクトを行っています。このカンボジアプロジェクトでは毎回学校の子ども達にノートや鉛筆等の文

具をカンボジアの子ども達に送っています。しかし,私達だけでカンボジアの子ども達に渡せる文具を集める

ことができません。そのために私達は近隣の小学校,中学校,高等学校から寄付物を集めています。去年は車で

色々な学校を周ることができたのですが,今回は車を持っている人がおらず,毎回寄付物を郵送や配送を行わ

なければなりません。また,今現在は山口大学に寄付物を置く場所がないので中村学園に寄付物を配送しなけ

ればなりません。 
２. 現在は近隣の小学校,中学校,高等学校に電話を行っています。電話を行い寄付物を集めてもよい,提供してくれ

ると言って下さった学校を見つけています。決まった学校にはこのプロジェクトの内容を説明し,カンボジア

のポスターや寄付物の箱を置くようにしていただきます。その後期間を設けて寄付物を集めさせていただき

ます。去年も行ったのですが,多くの寄付物を提供していただきます。思っているよりも寄付物は多くなって

いるので,学校から山口大学まで配送しなければなりません。また山口大学から中村学園大学まで配送しなけ

ればなりません。 
（寄付物を分類している様子） 

 
 



３. お金の使い方についてご説明します。おもプロからいただいたお金は全て配送で使わしていただくので配送

の代金や回数を計算していきます。 
・学校→山口大学：￥２,４８４ 

   寄付物提供をする学校は６～８個の学校で大体の学校が２～３個の段ボール分の寄付物の提供があるので 
最大で 

 ２，４８４×８×３＝￥５９，６１６ 
・山口大学→中村学園大学：￥２,４８４ 
 またこれを中村学園大学に送らなければならないので 
 ２，４８４×８×３＝￥５９，６１６ 
よって５９，６１６×２＝￥１１９，２３２ である。 
しかしこの値段は大きさだけの配達料なので距離での違いで値段が変化していきます。 

 
（段ボール配送の値段の図） 

 
４. 今後の予定としましては,来年の１月まで近隣の学校で寄付物の提供をお願いします。そこから寄付物を山口

大学に寄付物を配送します。次に来年の２月までに山口大学から中村学園大学に配送します。まだおもプロ

からいただいたお金には手をつけないのですが,１２,１月からお金を使っていきます。また、配送のお金をい

ただくことができるようになったので少し遠い学校からも寄付物の提供をしてみようという話になりました。

また,学校から提供された寄付物だけではなくもともと山口大学においてある寄付物も中村学園大学に配送

しなければならないです。山口大学においてある寄付物は提供されるようなノートや鉛筆ではなく鍵盤ハー

モニカやバスケットボール等であるので、配送方法が異なる場合もあるので配送方法をまた確認しなければ

ならない。 


